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推定津波浸水域図(静岡県第3次地震被害想定結果(案)を参考に作図)



推定津波浸水域図(静岡県第3次地震被害想定結果(案)を参考に作図)



松崎町津波避難シミュレーションの実施松崎町津波避難シミュレーションの実施

津波伝播シミュレーション現状の課題

①現在の資料では津波来襲時
駿河湾での津波伝播シミュレーションを
実施し、震源域から松崎沖までの津波の

における浸水被害発生の時
間的経過がイメージしにく
い。

伝わり方を把握する。
(静岡県第３次地震被害想定に基づく）

津波遡上シミュレーション

・津波による松崎町内への浸水状況をシ
ミュレーションし 陸上での津波の拡

②津波の実態(津波の高さや流
れの速さ)を認識しにくい。

避難シミ レ ション

ミュレ ションし、陸上での津波の拡
がり方を把握

③対策の実施や避難訓練実施
の必要性を認識しにくい。

避難シミュレーション

・津波来襲時における住民の避難状況を
シミュレーションし、津波に対し必要
となる取り組みを松崎町民自らが考え、となる取り組みを松崎町民自らが考え、
議論するための基礎資料とする



避難シミュレーションの設定条件

◆避難シミュレーションの概要

地域住民は 地震発生後１分 ６分後に各々が避難所に向けて避難を開始す・地域住民は、地震発生後１分～６分後に各々が避難所に向けて避難を開始す
るものとする(避難開始時間は１分から６分の6ケースを設定)。

・主要避難所は1５箇所設置。

・シミュレーション時間は地震発生から 30分間。

・対象年齢は町の平均的な年齢層(40～49歳)として評価(歩行速度を設定)。

・浸水時の歩行速度の低下及び避難不能の判定は，流速と浸水高から評価。

・浸水シミュレーションの検討対象地形は、以下の３ケースとし、それぞれに
対し避難シミ レ シ ンを実施した対し避難シミュレーションを実施した。

表 浸水シミュレーション検討ケース一覧

検討ケース 那賀川水門 南川水門 備考

ケース１ 無し 無し 現況

ケ ス２ 無し 有りケース２ 無し 有り

ケース３ 有り 有り 将来計画



避難シミュレーションの設定条件

まつざき荘 避難状況

松崎高校

伊東園ホテル

松崎小学校

伊東園ホテル

避難者

松崎町役場
●：主要な避難所(５箇所)
●：その他の避難所(10箇所を想定)

◆避難シミュレーションの概要
・避難人数は600人として設定(地震発生後，各々が避難所に向けて避難を開始）
・主要な避難所を5箇所設置(避難所と想定される10箇所を加えたケースも実施)
・シミュレー ション時間は地震発生から 30分間
・対象年齢は町の平均的な年齢層(40～４９歳）として評価（歩行速度を設定）
・地震後 約1分～6分後に避難を開始
・浸水時の歩行速度の低下及び避難不能の判定は，流速及び浸水高から決定



避難シミュレーション条件及び検討結果避難シミュレーション条件及び検討結果

検討ケ ス 那賀川水門 南川水門 避難開始時間 成功 困難 備考

表 避難シミュレーション検討ケース及び検討結果一覧

検討ケース 那賀川水門 南川水門 避難開始時間 成功 困難 備考

ケース1-1 1分 98% 2%
ケース1-2 2分 97% 3%

無し

ケ ス1-2 2分 97% 3%
ケース1-3 3分 96% 4%
ケース1-4 4分 90% 10%

無し

ケース1-5 5分 81% 19%
ケース1-6 6分 70% 30%
ケ 分ケース2-1 1分 98% 2%
ケース2-2 2分 97% 3%
ケース2-3 3分 96% 4%

有り
ケ ス2-3 3分 96% 4%
ケース2-4 4分 90% 10%
ケース2-5 5分 84% 16%
ケース2-6 6分 77% 23%



各地区の浸水シミュレーション結果

各ケースのアニメーションを放映するとともに、、

各地区の浸水イメージを説明



松崎地区における浸水イメージ津波発生後9分経過

①生涯学習センター前
(0.0m)

①
②

④

③

④伊豆松崎特産館前③三叉路前②松崎漁協前
(0.34m)(0.69m)(1.94m)



松崎地区における浸水イメージ津波発生後12分経過

①生涯学習センター前
(0.983m)

①
②

④

③

④伊豆松崎特産館前③三叉路前②松崎漁協前
(1.108m)(1.037m)(1.11m)



松崎地区における浸水イメージ津波発生後15分経過

①生涯学習センター前
(0.421m)

①
②

④

③

④伊豆松崎特産館前③三叉路前②松崎漁協前
(0.23m)(0.446m)(0.252m)



江奈地区における浸水イメージ津波発生後9分経過

①生涯学習センター前
(0.0m)

④

③

①
②

④清水屋前③一仙前②松崎漁協前
(0.0m)(0.78m)(1.94m)



津波発生後12分経過 江奈地区における浸水イメージ

①生涯学習センター前
(0.983m)

④

③

①
②

④清水屋前③一仙前②松崎漁協前
(0.479m)(0.529m)(1.11m)



江奈地区における浸水イメージ津波発生後15分経過

①生涯学習センター前
(0.421m)

④

③

①
②

④清水屋前③一仙前②松崎漁協前
(0.531m)(0.454m)(0.252m)



津波発生後9分経過 道部地区における浸水イメージ

①生涯学習センター前
(0.0m)

①
②

④

③

④水道橋前③道部公民館前②松崎漁協前
(0.40m)(0.20m)(1.94m)



道部地区における浸水イメージ津波発生後12分経過

①生涯学習センター前
(0.983m)

①
②

④

③

④水道橋前③道部公民館前②松崎漁協前
(0.20m)(0.0m)(1.11m)



道部地区における浸水イメージ津波発生後15分経過

①生涯学習センター前
(0.421m)

①
②

④

③

④水道橋前③道部公民館前②松崎漁協前
(0.10m)(0.0m)(0.252m)



避難シミュレーション検討結果避難シミュレーション検討結果
◆避難シミュレーション検討結果

避難所への避難成功率向上策としては 那賀川及び南川の河口部への水門の・避難所への避難成功率向上策としては、那賀川及び南川の河口部への水門の
設置による浸水範囲の縮小と早期の避難開始が効果的である結果となった。
今後、耐震対策等ハード対策の整備とともに、避難訓練等の実施による防災
意識の向上 避難行動の迅速化が有効であると考えられる意識の向上、避難行動の迅速化が有効であると考えられる。

・今後避難所の新設とともに、既存施設の有効利用等による避難所の増設が有
効であると考えられる。

シミュレーション結果(避難開始時間と避難成功率)
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図 避難開始時間と避難成功率の関係
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